
第2期「ふくい嶺北連携中枢都市圏ビジョン」（案）の概要について

1 取組期間

資料５

➢ 北陸新幹線福井開業、大阪・関西万博の開催及び中部縦貫自動車道の県内区間全線開通など、「大交流時代」のタイミングを逸することなく、地域経済の発展につながる取組を進める。
➢ コロナ禍を契機とした地方生活への関心の高まりを捉え、地方への人の流れを創出し、定住人口の増加につながる取組を進める。
➢ デジタル技術やAI等の活用により業務の効率化を進め、住民の利便性向上や行政サービスの更なる向上を図るための取組を進める。
➢ 2050年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指し、脱炭素社会の実現に向けた取組を加速する。

２ 方向性

４ 主な取組内容

３ 取組事業数

令和６年度（２０２４年度）～１０年度（２０２８年度）までの５年間

４２事業 （第1期ビジョンの56事業を整理・統合）

（１）圏域全体の経済成長のけん引 （２）高次の都市機能の集積・強化

➢ ＤＸ専門家を派遣する伴走型企業コンサルティング
➢ 新事業創出事業(研究開発～製造～販路開拓)への支援
➢ 圏域内中小企業者に対するＤＸ人材育成のための研修会の

開催 など

新事業展開等による企業の稼ぐ力の向上や、ＤＸ推進等による
企業価値の向上に向けた圏域内中小企業者の取組に対し連携
して支援する。

■地域産業振興
拡 北陸新幹線福井開業や大阪・関西万博開催、中部縦貫自動車

道県内開通効果を活かし、多くの観光客に訪れてもらい、リピー
ターとして再訪してもらうため、受入環境の更なる充実を図る。

■観光客受入環境充実
拡

➢ 海外市場における現地セールスや商談会
➢ 圏域内の旬の農林水産物をＰＲ・販売するマルシェの開催
➢ 首都圏の飲食店におけるフェアやトークイベントの開催

など

北陸新幹線福井開業や大阪・関西万博開催、中部縦貫自動車
道県内開通効果を活かし、圏域内の農林水産物や加工品など
特産品の販路拡大及び地産地消の推進を図るため、圏域内特
産品に関するプロモーションに連携して取り組む。

■農林水産物特産品販路拡大
■在来種そばプロモーション拡

二次交通の利便性を向上し、圏域全体の公共交通の利用者を
増やすため、ふくいMaaSの機能向上、コミュニティバス等の相互
接続、効果的なＰＲ活動などに連携して取り組む。

拡

➢ 観光動態調査の結果に基づいたプロモーションの実施
➢ 大都市圏や北陸新幹線沿線の観光事業者への営業活動

など

観光誘客の推進を図るため、大都市圏（首都圏、関西圏、中京
圏）でのプロモーション活動を通し、圏域内の観光素材の情報
発信に連携して取り組む。

■ふくいプロモーション
拡

■二次交通の利便性向上
■公共交通利用促進

地域社会の発展に貢献する人材を確保するため、地域や企業、行
政等が協働し、己の在り方と生き方を考えながら、地域課題を発見
し解決する資質や能力の向上に連携して取り組む。

➢ 高校生を対象とした企業訪問
➢ 活動内容を地元情報冊子に掲載 など

■地域のために働く人材の育成
新

観光商談会

人材育成研修企業コンサルティング

海外セールス

マルシェの開催
飲食店フェア

圏域内周遊型観光事業支援

出向宣伝

コミュニティバス相互乗入

➢ ふくいMaaSの本格導入、日常型MaaS機能の追加等
➢ コミュニティバス等の相互乗り入れ
➢ 電子企画切符を活用した利用促進 など

電子企画切符

ふくいお仕事図鑑

企業訪問

➢ 圏域内の観光資源を活用した旅行商品を造成する旅行
会社への支援

➢ 圏域内の周遊滞在型観光事業の支援、構築
➢ 観光おもてなし運動の推進 など

ふくい

満喫
1泊2日

旅行会社への支援

（ 内の太字ｺﾞｼｯｸ ☞ 拡充する主な取組）



圏域内の高齢者等が安心して生活できる社会の実現のため、
ふくい嶺北成年後見センターと共同し、地域連携ネットワークづく
りや中核機関の機能強化、市民後見人の養成・育成に連携して
取り組む。

■成年後見制度利用促進体制整備

（３）圏域全体の生活関連機能サービスの向上

各市町立図書館の利用資格者を圏域内の住民に拡大し、図書
の相互利用を目指すほか、各図書館のＰＲ等の実施により、住民
の利便性向上と施設の利用促進に連携して取り組む。

■図書館相互利用サービス

圏域内での生涯学習の推進を図るため、市町間での講師派遣
や圏域内住民対象の公開講座を開催し、生涯学習機会の充実
に連携して取り組む。

■生涯学習推進
拡

圏域内における保育士等のスキル向上や専門知識の習得を図
るため、連携して研修会等を開催し、保育の質を高め、安心して
子どもを保育できる環境を整える。

■保育士等研修開催
新 災害時、当該市町のみではごみ処理が困難になった場合に備え、

災害時ごみ処理に係る最新事例などを踏まえた対応能力の向
上を図るほか、食品ロス削減への意識高揚に連携して取り組む。

■ごみ処理相互応援
拡

拡 新

平常時・災害時を問わず安定的に利用できる広域道路ネット
ワークの構築や連携市町を結ぶ幹線道路の整備の促進のほか、
道路ネットワークの安心・安全効果を最大限高めるため、ＤＸの
推進やソフト事業の調査・研究に連携して取り組む。

■広域道路ネットワーク整備促進
拡

圏域の暮らしやすさを広くＰＲし、交流・移住の促進を図るため、
交流・移住イベントの共同出展や首都圏や関西圏、中京圏での
情報発信等を連携して行うとともに、圏域内市町間で移住相談
窓口の連携強化に取り組む。

■移住促進・首都圏等情報発信強化
拡

圏域内の市町職員の資質向上及び政策形成能力や行政運営
能力の向上並びに人的交流の促進を図るため、共同研修の開
催に連携して取り組むとともに、実務研修（職員の相互派遣）に
向けた検討を行う。

■職員共同研修開催

➢ 市民後見人養成講座の開催
➢ 後見活動の情報交換の場「後見人のつどい」の開催
➢ 成年後見制度普及啓発イベントの開催 など

➢ 子どもの発達段階に応じたきめ細やかな教育保育の提供に
関する研修会等の開催

➢ 障がい児や医療的ケア児、気になる子等の保育に関する専
門的な研修等の開催 など

➢ 公開講座の開催
➢ 人材活用による講師派遣 など

➢ 相互利用実施に向けた検討会議の開催
➢ 図書館利用促進のためのパンフレット作成
➢ 展示や講演会等のイベント開催 など

➢ 広域道路ネットワークの形成のあり方に関する研修会
➢ ＧＰＳシステム機能の追加や道路カメラ、積雪センサー

の活用
➢ 除雪車位置情報システム(ＧＰＳ)の効果検証 など

➢ 移住体験ツアーの実施
➢ 交流・移住イベントへの共同出展（首都圏、関西圏、中京圏）

➢ 圏域内の交流・移住情報の首都圏に向けた情報発信 など

➢ 圏域内の各市町職員の相互受入(人事交流)に向けた検討
➢ 圏域内の市町職員の資質向上に向けた共同研修 など

除雪車位置情報システム

災害ごみ処理対応能力向上研修

➢ 連携市町による広域的なフードドライブの実施
➢ 災害時ごみ処理対応能力の向上を図るための研修会  など

人材活用(講師派遣)

市民後見人養成講座

保育士等研修

後見人のつどい

公開講座

移住体験ツアー

図書館相互利用

＜Ａ市 図書館＞

＜Ｂ町 図書館＞

＜Ｃ市 図書館＞

＜Ｄ町 図書館＞

共同研修

拡

職員相互受入(人事交流)

＜Ａ市＞

＜Ｂ町＞ ＜Ｃ市＞

フードドライブ
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